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要旨

本稿はf舞い込むJを例とし、日本語複合動詞の前項と後項による結合の仕方と
いう語形成の綴古から、移動を表す複合動詞の多義性について考察するものであ

る。考察の結果、複合動詞におけるメタファーとしての意味はVlにおける項と移

動の喪失に起因することを明らかにした。そして、項と移動を喪失したVlはV2と

の結合の中で複合動詞の語構造に影響を与え、それによって多義性を獲得できる

ようになること論証した。最後に本稿で提示したVlの変質がほかの移動を表す複

合動詞の多義形成においても機能していることを検証した。

1.はじめに

本稿は、「舞い込むjを例とし、日本語複合動詞の前項(以下V1と略す)と後項(以下

V2と略す)による結合の仕方という語形成の観点から、移動を表す複合動詞の多義

性について考察するものである。

多義性の問題については、日本語学で長い研究の歴史を有している。また、認知言

語学の分野でも注目されるトピックであり、国広(2005)や松本(2010)などでは焦点

化やメタファーとメトニミーといった方法論によって、意味拡張に基づいた認知意

味論の立場から説明されている。f舞い込む」には、辞書によれば、「①舞いながらはい

りこむ②予期しない所へ、または予期しないものが、はいりこむJ(r岩波国語辞典第

七版新版j、以下f岩波jと略称する)という二つの意味があるという。ここで、「舞い込

む」における意味①から意味②にメタファーやメトニミーなどのような窓味拡張が

あると捉えようとすると、蛙理があるように思われる。

また、f岩波jによれば、「舞い込むjにおけるV1I舞う」について、「①回るように飛

ぶ(飛び散る)②舞を演ずるJというこつの意味があるという。そして、V2の「込む」に

ついては、『岩波jでは自動詞の連用形に付いて「①中に入る②その状態をじっと続
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ける③すっかりそうなるJという三つの意味があるという。しかし、複合動詞「舞い込

むJの構成要素であるV1とV2それぞれの意味が複合動詞の語義にすべて反映されて

いるわけではない。

本稿は、二つの動詞によってできる複合動詞の多義性を考える際、複合動認のV1

とV2による結合関係を視野に入れるべきであると考える。実際、「舞い込むJは構成

要素にない「予期せぬ思いがけずにやってくる」という特有の意味合いがあるから

である。これまでの研究で、V1とV2の結合関係において、「他動性調和の原則J(影山

1993)ゃf主語一致の原則J(松本1998)といったような制約は提案されている。これら

の制約は統語的・意味的な倒l蘭から複合動詞の語形成に与える制約であると見なせ

る。しかし、このような制約は生成可能な複合動詞を作り上げていくためのものであ

り、複合動詞が形成されるまでの段階でV1とV2の結合によって生じてくる多義性と

の関わりについてはまだ十分に説明されていない。後に詳しく述べるが、本稿では複

合動詞のV1とV2における経路、そLてその合成の仕方が複合動詞の多義性に関わっ

ていると考える。V1とV2における経路のをり方、そして両者の構造上における合成

は移動を意味する日本語複合動詞に特有の現象と捉えられ、複合動詞の多義性を理

解するための新たな視点に繋がると考える。

本稿で用いる分析手法についてここで触れておく。語形成という観点、とりわけ

V1とV2の結合関係という立場から複合動詞が持つ多義性を考えるために、V1とV2

がどのように結合されていくのかという過程の内部構造を詳しく考察する必要があ

る。これを明らかにするためには、語数概念構造(以下LCSと日告す)での分析が有効で

あると考える。影山(20l0a:154)によると、LCSは認知や発想など母語話者の心の仕

組みを明らかにすることにも繋がるという。LCSを利用することによって、複合動詞

が持つ多義性が概念上で如何に形成されるかを明らかにし、さらに意味形成におけ

る認知的な仕組みを解明することが期待される。

残りの構成を次に示す。第二節では先行研究と問題点をまとめ、第三節では本稿の

分析に使うLCSモデルを紹介し、LCSによる多義性の分析を行う。第四節では関連す

る諸現象を検討する。第五節では会体をまとめる。

2 先行研究

複合動詞の多義性について、山口(2013)では以下の(1)と(2)のような二つのタイ

プのものがあると指摘している。本稿で扱う多義性は(1)に相当し、いわゆるメタ



言語科学論集第21号 2017年 17 

ファー(比総)によって生じるものである。(2)は自他動詞による多蓑構造の多義性で

あるため、本稿では立ち入らないことにする。

(1) a壁を塗り替える。

b. 世界記録を塗り替える。

(2) a. i.昆来が噴き出す。

bタバコの煙を噴き出す。

さらに、山口(2013)は(1)のメタファーには「刻み付ける」と「建て直す」のような二

つのパターンが存在すると指摘している10山口(2013)に従って、それぞれの多義性

を以下(3)と(4)に示す。

(3) a名を刻み付ける(ほって、あとをつける)。

b印象を刻み付ける(しっかりと心にとどめておく)。

(4)a家を建てi[す(いままでの建築物をこわして新しく建てる)。

b日本を建て夜す(つぶれそうになった会社などを、もとどおりにする。再建す

る)。

(3b)のV1i五uむJは「刻みつける」と共通する格要素(印象)を持ち、しかもf刻むJ
にとっても (3b)の意味は(3a)のメタファーになっているという。これは複合動詞

の構成要素の多義性が複合動詞に反映されるパターンである。(4)において、メタ

ファーとしての意味(4b)は「建てるJゃ「直すjのいずれの構成要素から来たわけでも

なく、(4a)の複合動詞「建て直すj自体により生じた多義性というパターンであると

いう。山口(2013)によって提案された分類は複合動認の多義性を体系的に捉えるた

めに参考になる。しかし、本稿ではV1とV2の結合関係によって生じる多義性もある

と考え、これは山口(2013)の視点と異なる。

一語に複数の意味があることを別の観点からみる研究がある。影山(2013:30)で

は、以下(5)のような二種類の語裁的複合動詞が一語において存在すると述べてい

る。

(5)a急いで箆務実に走り込んだ。

b大会を目前にして、選手遼は走り込んだ(練習する)。

(5a)は「主題関係緩合動詞」であり、これは従来でいう語象的複合動詞の大部分に

棺当する。この場合、Vlは様態を表し、V2は移動を表している。一方で(5b)は、V1が

活動を表し、V2はVlが繰り返し行われるという多国性を表す「アスペクト的複合動

詞」である。これは従来、語学記的複合動詞における補文関係類の複合動詞に相当する。
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語桑的複合動詞に関する意味分類について本稿では深入りしないが、影山氏が挙げ

た例から、複合動詞の構成要素の性格や着点のニ格が多義伎とどう関係するかにつ

いてみていきたい。移動様態を表す(5a)では、V1とV2がそれぞれ本来の意味と項構

造を有し、V2から「医務室」という物理移動の着点が要請される。一方、 (5b)では、 V1

が手足の動きを表す様態から、「走ること」という事象に変わり、複合動詞全体が「練

習するJということを意味する。この場合、V2が「中に入るJという物理的な移動を表
さず、V1が表す事象の在り方に対して補足的に機能している。そのため、着点のニ格

がV2から要請される必然性がない。(5)ではV1とV2の結合関係が統語的・意味的に

違っており、さらにこの違いは着点を表すニ格との共起関係から、複合動詞の意味構

造、そして事象構造に反映されていると言える。したがって、本稿では複合動誌にお

ける構成要素の性格や移動における着点が移動を表す複合動詞の多義性につながる

要因のーっとして考えられる。さらに、移動の事象構造においては、起点と中閉経路

といった概念もある。移動におけるこういった異なる概念が複合動認の多義性にも

関わっていると想定し、以降で詳しく考察する。

3. LCSによる「舞い込むjの多義性

「舞い込むjの多義性を調査していくと、共起する名詞匂との関係から、以下三つの

タイプがあることに気づく。

(6)燦々/葉っぱが部屋に舞い込む。

(7)海外から、(彼の手元に)仕事が舞い込む。

(8)幸運が舞い込む。

(6)は「舞い込む」の基本義であり、有生物(i様々 J)あるいは蛙生物(i菜っぱJ)が主

語にくる伊Jである。(7)は抽象名詞と共起する例であり、メタファーとしての意味に

なる20(8)はやや特別であり、この頚のものはほとんどf幸遂」ゃ「幸せ」としか共起し

ない。辞書によっては、コロケーション的な用法と考えることもある([日本語コロ

ケーション辞典jp.1072)。本稿では、主に(6)と(7)を対象としてLCSによる分析を行

う。(8)についての分析は諾レベル以上の問題であるため、記述することに止めてお

く。

分析の詳細に入る前に、本稿で使うLCSのテンプレートを紹介する。LCSのテンプ

レートは以下の(9)で示した影山(2010b:103)のものを利用する。これは移動の全過

程を含む、着点を取る移動動詞(例行く、帰る、戻る、上がる)のLCSである。
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漸進的な移動/変化 推移 静止

(9) [x MOVE[R"" p，'p，'.'pkllBECOME[[x BE AT -zll (Pk=z) 
(9)は「漸進的な移動/変化Jを表す事象と「静止」を表す事象を「推移」という意味

関数によって合成した「達成事象J(Accomplishment)である。「漸進的な移動/変化J

について、[MOVElとそれに選択された経路[Routelによって表示されている。そ

して、[Routelの内実は[P，'p，'...'p，lによって規定されている。ここでの[P，l、[Pl<P2<
]、[Pklはそれぞれ移動における起点、中間経路、着点を表す。そして、「推移jは

[BECOMElによって表される。ただし、ここでの[BECOMElは影山(1996)に見られ

ないものでありJ変化Jではないことに注意されたい。「静止jについて、以下の(lOa)

のように到着した場所での滞夜期間が明示できる場合、[BElという状態述語が想定

されるが、 (10b)のように着点での静止状態を表現できない場合、BEが不在であると

いう。BEが想定される場合、[Pklという地点で経路上の移動を終え、静止位鷺(z)と

同定される(Pk=z)。

(10)a北海道に2、3日間行った。

b. *電車が駅に2分間着いた。

影山(2010b)によれば、(9)の読みとしては、移動物[xlが中間経路を、[P，lという地
点から[P，l、 へと移動して[P，lという地点で経路上の移動を終え、その地点[P，l
が最終的な静止位置[zlと伺定されるという。これをもって一つの移動事象におい

て、着点まで含む最大の射程をLCS上で想定することができるようになる。物理的な

移動を成す「舞い込むJの基本義において、構成する動詞がそれぞれ移動の意味を含

意するため、(9)のテンプレートが適用されると考える。したがって、影山氏のLCSモ

デルを利用し、次節では構成要素の動詞から、どのような過程を経て複合動詞の多義

性が生じるかについて述べる。

3-1.有生物と無生物を主語とするf舞い込む」

この節では、「舞い込む」の基本義について考察する。考察の手頗としてはV1とV2

の特徴を見てから、複合動詞のLCSを構築していく。まず、単一動詞の「舞うJについ

て見ていきたい。以下の(11)から、単一動詞の「舞うjは起点を意味するカラ格と共起

することが確認される九また、(12)のようにヲ絡の中間経路項と共起することも確

認される。これは「舞う」のLCS上に起点と中間経路が含まれていると言える。
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(11)奏楽堂の窓から見える縦の木に白をやりながら、機の校から:憶が舞うのを見

て、彼にはそれが音楽とリズムを合わせているように思われた。

(瀧井敬子著f激石が聴いたベートーヴェンJ)

(12)室主整えワシのシルエットだけが、私たちの頭上の空の高みに広がり、この風

景の死のような静寂を破った。

(荒田洋ほか編fグラースノスチJ)

しかし、「舞うjがニ格と共起する際に独自の特徴があるため、確認しておく必要が

ある。(9)のLCSを持つ移動動詞は移動の終点に着点があり、そのため以下の(13a)の

ような時間副詞「ー待問で」と共起できる。しかし、(13b)が非文であることは、「舞う」

と共起するニ格は着点を意味していないことを示唆する。むしろ、この場合、(14a)の

ようにへ格と入れ替えられ、方向性を表す(14b)のへ格に近い。「舞うJにおける(11)

から(13)の特徴を踏まえ、そのLCSを以下の(15)に示す。

(13) a. 1待問で家に帰った。

b. * 1時間で空中に舞った。
(14)a花びらが笠に(へ)舞う。

b台風が北へi旬かっている。

(15) [x MOVE'''ANNER'ら剛cP/PよくP"ll
(15)のLCSは基本的に(9)におけるf漸進的な移動/変化」の部分を取り出した

LCSである。着点をf舞う」のLCSに取り組む必要がないため、(15)は(9)における

[BECOMEl以前の関数に纏められる。[xlは「舞うJの移動物を表す意味変数である O

[x MOVElは「舞うJの移動を表す。[MOVElに下付きの[MANNERlは移動の様態

を表す。[xMOVElの移動に経路の[Routelを伴う。経路の詳細について、[P1lは移動

の起点であり、これは(11)と対応する。[P2'.lは移動の中間経路を表し、(12)と対応

する。「舞うjは着点を持たず、ニ格と共起する際に移動の方向性を表すため、移動の

先に[P"lで表示する。これは例(14a)と対応する。上付きの不等号の[く]は移動におけ

る逮続的な過程を表しており、[P1l、[P2l、[P"lを繋ぐことで、移動の方向性が表され

る。

続いて「込む」について考える。松本(2009:180)では、以下の(16)のようにV2の「込

むJが移動における着点以外の移動経路の諸側面を指定できると指摘している。この

指摘は「殴る」に移動の意味がないため、複合動詞に合意される移動の意味は「込むJ
に由来するものであると考えることによる。
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(16) (表口から/裏口経由で)殴り込む。

悶様な指摘は自動詞連用形に付く「込むjにも適応すると考える。このことから、

f込むJのLCS上において、(9)における着点まで含む「漸進的な移動jを有すると考え

る。ただし、「舞い込むjの場合、以下の(17)が非文であるように、「込む」は(lOa)と異

なって、(10b)と向様に意味構造上での「静止Jが想定されない。これらの観察をもと

に、「込む」のLCSを以下の(18)のように設定する。

(17) *葉っぱが部震に2、3日間舞い込んだ。

(18) [x MOVE[R"" P，'P，""'P，ll 
(18)における[P，l、[P，'P2'...l、[P，lはそれぞれ「込むJが持つ起点、中間経路、着点

と対応する。

ここまで、「舞い込むJの構成要素を個別にみてきた。複合動詞を形成するために

は、V1とV2の合成原理について説明する必要がある。影山(1993:132)は、V1が移動

を表し、V2が着点を強調する{劾きをもっ「駆け込むJを取り上げ、複合動詞の合成に

ついて、V2の概念構造がV1のEvent項に代入されるという語形成のメカニズムを提

案している。このメカニズムによって、V1とV2に代表される別々の事象が一つの事

象にまとめられる。本稿では、影山(1993)に従って、複合動詞「舞い込む」の合成過程

を以下(19)のように考え、合成過程を経た複合動詞のLCSを(20)のように示す。

(19) (蝶々 /葉っぱが)舞い込む。

v1i舞うJ:[Evem Xj MOVK，川間ER>[Rσ(I!CPj<Pz<...<Pn]] 

+V2i込むJ:[E¥'cm Xj MOVE[Rou¥e PJ<Pz< くP，ll
→ [E¥'em Xj MOVE<;MA町田>[RoU!c PjぐP2""'P，llAND[E山川町 MOVE[R叫 eP/Pzく

くPkll

→ [Evcm Xj MOVEくI-!，¥NNER>[伽lePl<PZくー<PJAND[Ev('nI Xj MOVE [ROUIC Pl<PZ< 

'P，lll 
(20) [X; MOVE，川NNlm>[R山 P，くP2く (P，)くPJl

(19)では影山(1993)にならって、複合動詞の合成について、iV1AND V2Jといっ

た並列構造の綴約操作を仮定することで、複合動詞全体が一つの事象にまとめられ

る。これは、LCS上において、V1とV2の変更[xlに問一指標の[ilを付加することに

よって実現される。また、V1とV2は[xMOVElという共通の移動事象を有している

ため、V2の概念構造がV1のEvent項に代入されることになると、実質上、V2における

[x MOVElの詳述である[Routel部分がV1の[Routelに代入されることになる。V2
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f韓い込むjを倒として

の[RoutelをV1に代入する際、V1とV2における[Pj'P2'---'PJの共通部分が重なるよ

うになり、かっ着，占の[PklはV2によって提供されることになる。(19)の合成過程を

経た複合動詞のLCSは(20)になっており、これは「舞い込むjの基本義と対応する。

(20)を暴に、複合動詞がどのような過程を経てメタファーとしての意味になるかを

次節で考察する。

3-2 抽象名認を主語とする「舞い込むJ
この節では、「舞い込むjにおけるメタファーとしての意味が、どのように形成され

るかを語形成の観点から分析する。ここで、抽象名詞の代表として「仕事」を取り上

げ、考察する。抽象名詞が主語になった場合、個々の単一動詞の意味が変質し、複合

動詞特有の意味に生まれ変わる。この特徴を額著に表しているのがV1の「舞うjであ

る。これは以下の(21)のように、拍象名詞と共起する単一動詞としての「舞う」が存在

しない。また当然であるが、以下の(22)のように、この場合、「舞う」は移動経路のヲ核

や着点のニ格と共起することもできない。

(21) *仕事が舞う。

(22) *仕事(知らせ/依頼)が空を/宙に舞う。

一方で、V2I込むJについて、1*仕事が込む」のように単独の形式では使えないが、

これは「込むJが動詞の連用形に付いて複合語の形でしか用いられないからである。

「込むJが意味する内部移動と類似する「入るjの場合、「仕事が入る」が問題なく言え

る。このことから、「込む」は項と移動を保持できると言える。つまり、狛象名詞と共起

する僚に、複合動詞における項と移動の喪失はV1にあると考えられる。項と移動の

喪失はV1が変質した過程であると理解し、変質したV1をLCS上でどのように捉える

かは以下の図1を見られたい。

LCSl: [x MOVK;:MANNER> [R(lUle P1 <PZ <;"'<P n]] 

思項と移動を失う

LCS1: [DO"日間四品附:rJ
題l

図1では、V11舞う」おける項[xlと移動[MOVElを失うことで、LCS上では、原

始的な意味関数[DOlのみ残される。そして、もともと[MOVElに物理的な様態

[MANNERlが付いているが、[MOVElから[Dolに変更されると同時にJ仕事が舞
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い込むjの語義に含まれるような、実質的な移動様態ではなく、イメージとした抽象

的な移動様態となる。このような抽象的な移動様態を図lでは[MANNER]の檎充内

容とし、斜字体の[Flutter]と書いて表示する。

そして、LCS1の変化は複合動詞の合成にも影響を与える。(19)では、V2の概念構

造がV1のEvent項に代入されるメカニズムを有するが、LCS1が項と移動を失った結

果、LCS2との合成に変化が起こる。この場合、複合動詞の合成過程を以下の(23)に示

す。

(23) (仕事が)舞い込む

Vl[舞う]: [E'州 DO<MAN?印刷山]

+V2幻[込む]: [E，払b、v叩j

→ [E叩 DO<M.'¥、NN問ER晶耐ずr附M酔"，]AND[E、川叩伺削，xMOVE[ιR叫叫cp}<p九2'""'Pk]] 

→[E削 tX MOVE (DO) <MANNER : FIUfl<どr.，.[R凶 tcPj<P2<"'<Pk]] 

(23)の合成において、LCS1は項と移動を持たないため、V2の概念構造をV1の

Eventに代入される場合、複合動詞の項と移動が全部V2によって提供される。そのた

め、ここでV1とV2の変項[x]を連結する[i]は不要となる。そして、V2の概念構造が

V1に代入されることで、V1が持つ原始的な意味関数[DO]はV2の[MOVE]に統合さ

れることになる。[DO]が[MOVE]と統合することに伴い、V1における[MANNER

Flutter]もV2の[MOVE]に統合されることになる。(23)の合成過程を経て、抽象名詞

と共起する「舞い込むjのLCSを以下の(24)に表示する。

(24) [Evem X MO VE</..IANNER : Fiufter> [Routc 

(24)は(20)に比べ、いくつか異なる点がある。まず、複合動詞における項と移動は

全部V2によって提供される。V1は単にV2の移動に抽象的な様態[Flutter]を提供す

る。また、合成の仕方について、(20)ではV1とV2の移動が重なっており、[P，'P2'"""]が

V1とV2における共通部分としてLCSに反映される。一方で、(24)ではV1が移動を有

しておらず、V2の持つ[P，'P，'"""]と重なることがないため、共通する経路部分がLCS

上に存在しない。このことから、(24)の意味構造は(20)に比べ、途中経路[P，'P，'"""]の

部分がLCS上に顕著に表れないことを窓味する。(24)ではLCS上に顕著に表れない

経路部分を網掛けして表示する。

(24)をもとに複合動詞が持つメタファーの意味がどのように生まれるかについて

説明する。まず、抽象的な移動様態[Flutter]が(24)に取り入れられることで、もとも

と物理的移動を成す「舞い込む」に、[MOVE]の移動に対する質的な変化が生じ、抽象
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「舞い込むJを闘として

化された移動概念に移り変わったと捉えられる。そして、この抽象化された移動概念

は基本義から拡張されたものであり、様々な抽象名詞[x]と共起できるようになる。

さらに、LCS上に顕著に表れない[Pj'p，''''']部分が、移動のスキー?を理解するにあ

たって、欠如していることになる。つまり、「仕事が舞い込む」という移動は、物理的な

移動概念から抽象化され、さらに、移動の会過程に焦点を当てず、着点に到着すると

いう動作として解釈される。途中の過程を抜きに着点に現れることから、多義性にあ

るf予期せぬ・思いがけずJの意味が生じるら

ここでの移動概念における起点と中間経路の在り方が複合動詞「舞い込む」の語義

における「意外性Jの意味と関係することは、以下の例も参照されたい。

(25)a. (どこを通ったか分からない)様々が舞い込んだ。

b. (差出入の分からない)手紙が舞い込んだ。

(25ab)は有(蛙)生物を主諾とするタイプのものであるが、本来なら「意外性Jが生

じふ必然性はないが、ここで中間経路と起点が文脈によって弱められることで「意外

性」の合意が増す。ただし、(24)の構造を有するf仕事が舞い込む」の場合、起点と中間

経路がLCSのデフォルト上において顕著に表れないものであるため、「窓外性」がも

ともと含意されていると考える。

以上、この節では複合動詞「舞い込む」が抽象名詞と共起する際に、多義性が生まれ

る理由について説明した。緩めると、項と経路を喪失したf舞うjは変質した複合動詞

のVlとして理解され、V2との結合に変化が起こり、新たな意味構造になり、多義性を

持つようになる。

3-3 コロケーションとしての「舞い込むj

この節では、「幸運が舞い込むJのような例について触れておく。この用法はかなり

綬定されており、ほとんど「幸逮Jゃf幸せjのようなものとしか共起しない。(26)のよ
うに運気のようなものであれば、「不幸Jを主語としても理屈よは可能であるが、「舞

い込む」との座りが多少悪い5。これは「幸運が舞い込むJという類は狭い範毘での用

法であることを示し、コロケーションの性格があると震えるわけである60

(26)?不幸が舞い込む。

コロケーションという言語単位は語レベル以上の現象と捉えられ、本稿で使用す

るLCSの分析を適用するのに限界がある。ただし、強いて(24)の構造と関連づけて言

えば次のようになろう。(24)の繕造上、起点と中間経路の統念はLCS上に綴著に表れ
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ないが、(27a)(28a)のように文脈が揃えば、具現化することは可能である70しかし、

(27b) (28b)の場合、意図的に起点と中間経路を加えても、やはり文として不自然であ

る。

(27)a 海外から、仕事が舞い込んだ。

b. *神社から、幸運が舞い込んだ。

(28)a親会社経由で、仕事が舞い込んだ。

b. *知人経由で、幸選が舞い込んだ。

つまり、「幸運」が主語になった場合、(24)の構造における網掛けの起点と中間経路

が存在しえないことになる。これは、抽象名詞「幸運Jによって複合動詞に与えた変化

と見なせる。この点についてJ幸逮」という抽象名詞は「仕事Jなどの名詞に比べ、特

殊な名詞であるためと考えられる。このように抽象名詞「幸運」から複合動詞の内部

構造に影響を及ぼす点において、前節とは異なる「舞い込む」の特殊な用法と言える。

4.複合動誌の多義性と経路の在り方について

ここまで、f舞い込むjを例として、基本義から、メタファーとしての意味に拡張す

る過程を、LCSを利用して考察した。多義性を獲得できるようになるのは、変質した

複合動詞のVlがV2との隠わりの中で変化を起こしたことに起因すると考えられる。

さらに、その結合関係をもとに、「舞い込むJにおけるf意外性Jの語義が現れると言え
る。多義性を分析する際に、伺々の諾における具体的な意味、あるいは意味拡張にお

けるプロセスについて、それぞれの諾の性格や特徴が強い側面があるため、個別に記

述する必要があるとされる。しかし、本稿で提起した図lのプロセスはその他の移動

を表す複合動詞にも適用されると考える。これを以下の例から確認する80

(29)a獄向から(部屋に)風が吹き込んで、寒い。

b.伝統芸術に新しい命を吹き込む。

(30)a潜水夫が(水底から)水面に浮かびt上がった。

b問題，占が浮かひ手上がった。

(31)a岩壁を這い上る。

b人生のドン底から這い上る。

(29b) -(31b)における複合動詞のVlは、本稿で言う変質した複合動詞のVlとし

て理解される。さらに、個別の意味を見ていくと、(2gb)は(29a)にある起点が概念構

造上で想定しにくい。(30b)は(30a)にある起点と中間経路が想定しにくい。(31b)は
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f舞い込む」を例として

(31a)にある中間経路が想定しにくい。複合動請における個別の語義はどこまで経路

と関係するかを個別に精査していく必要はあるが、複合動詞のVlが変質したことに

応じて、V2との在り方に変化を生じさせている点において、「舞い込むjと類似する

と思われ、やはり注目すべき現象である。

5 おわりに

日本語の移動を表す複合動詞の多義発生について、VlとV2の結合に理由があるの

ではないかという問題提起から、「舞い込むjを取り上げ、LCSの分析を過して、語形

成の観点からその多義性がどのようにして生じたのかを考察した。考察を通し、次の

2点古言明ら古斗こなった。

注

l変質した複合動詞のVlがV2との関わりの中で、変化を起こし、複合動詞全体が

多義性を獲得できるようになった。

2.移動を表す複合動詞の意味はその経路の在り方によって変化する。

l山口氏は(3)と(4)のほかに「投げつける」のパターンがあると指摘し、これをVlの多義性が複合動詞に反
映されているタイプと見なしている。しかしJ疑問/不満/皮肉を投げるjという用倒がほとんどないた
め、山口氏はこれらについて、用例数が十分でなかった可能性があると考えている。本稿ではこの問題につ

いて、なぜ用例教が少ないのかという理由を考えることが重要であると捉え，3.2節で詳しく論証する。

2その他に、「依頼H注文H督担状H櫛報」、「お知らせ」、f話jなどが挙げられる。

3. (11)はfBCCW)(現代日本語望書き言葉均衡コーパス)Jからの倒である。また、以下町例文の出典カ唱E絞され
ているものはすべてBCCW)からの倒である。

4複合動詞における「意外性Jの語義について、問機な骨折は「飛び込むjにも与えることが可能である。抽象
名詞「仕事Jと共起する倒は以下を磐田されたい。
同ピーチ開放デモから一カ月も経たない九月二十ヒ目、マリ}のもとに思いがけない知らせが飛ひ'込ん

主<，主。(住保美恵子『マリーの選択J)
しかし、「飛び込むjの場合、f意外性」のほかに、「勢いよくJという意味もある。これは、Vlf飛ぶjにおける
[MANNER')ump]の様態性と関保すると思われる。ただし、これを論じるためにはLCS以上の道具立てが
必要になる。詳却な分折について今挫の課題にしたい。

5. BCCW)で検索した結果、「舞い込むJはf幸運Jとの共起が見られるが、「不幸jと共起する用倒が見当たらな
u、。

6前節で述べたように「舞い込むjと共起する拍車名認は[MANNER:Flutter)の桜怒性を持つ。この
[Flutter]は通常騒いものとの親和性が商い。耳appyIS upの比除のように、拳速はいいものであるため、上

にある。上にあるから、軽い性質を持つ。一方で、「不幸Jは化、理的に負担が重いものと理解されておりJ舞
い込む」が持つ様態性と共起しにくい。このように、「幸運jを対象とする場合、名詩的な意味概念を介して

控合動詞を説明するにはLCS以上のツール、伺えば特質構造が想定される。詳認な骨折は今桂の課題にし
たい。

7しかし、起点、中間経路、着点を文鼠上で全部摘えると、やはり「韓い込むJの文としては不自然である。例
r??海外から親会社経由で彼に仕事が舞い込んだj。

8. (29)と(30)は国立罰語研究所のサイトで公開している「複合動詞レキンコンjからの用例であり。ただし、
括弧に入れた部分は鐘者による追加である。(31)は作部である。
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